ジュニア選手育成に関する実践研究 : バドミントン競技のジュニア選手を対象として by 北村 優明 & 小島 一夫
ジュニア選手育成に関する実践研究 : バドミント
ン競技のジュニア選手を対象として
著者 北村 優明, 小島 一夫








Study on Training Program for Junior Player
― Regarding to Junior Badminton Competitors ―
北 村 優 明 小 島 一 夫



























Bulletin of the Lifelong Learning Research Institute, Hokusho University Vol．１２
平成２１年３月
March, ２００９





































































学習研究所紀要　　４Ｃ７５　１Ｃ３３／第１２号　２００９．０３　ＣＴＰ／第１２号／１０９～１２６　論文０６　北村　　　１Ｃ  2009.03.20 16.45
男 子 女 子 計
平成１７年度 １６名 １２名 ２８名
平成１８年度 １４名 ８名 ２２名
平成１９年度 １４名 １４名 ２８名
平成２０年度 １６名 １４名 ３０名

１ 研究名（被験授業名） ジュニアバドミントン指導法の確立について
２ 使用年月日 Ｈ１７．４．１（金） （１９：３０～２１：４５）






















研 究 記 録
１１２ 北村 他：ジュニア選手育成に関する実践研究
学習研究所紀要　　４Ｃ７５　１Ｃ３３／第１２号　２００９．０３　ＣＴＰ／第１２号／１０９～１２６　論文０６　北村　　　１Ｃ  2009.03.20 16.45
４ 使用担当者 北村優明













月 目標大会 練習日数 練習時間 練習内容 結 果
４ ・札幌地区春季
（スガワラ杯）
















































































































１０ ２５ ・ゲーム練習 男子Ｓ ３位
１２ １１ ３２ ・ゲーム練習




















































































学習研究所紀要　　４Ｃ７５　１Ｃ３３／第１２号　２００９．０３　ＣＴＰ／第１２号／１０９～１２６　論文０６　北村　　　１Ｃ  2009.03.20 16.45
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
平成１７年度 １２ １０ １３ １２ ９ １０ ８ １０ １１ １１ １０ １１
平成１８年度 １０ １１ １２ １０ ８ １１ ９ １０ １１ ５ １３ １５







Ｈ１７ ８ １３ ０ １６
Ｈ１８ ２３ ２５ ６ ２０










Ｈ１７ ９０ ８ ５ １９









学習研究所紀要　　４Ｃ７５　１Ｃ３３／第１２号　２００９．０３　ＣＴＰ／第１２号／１０９～１２６　論文０６　北村　　　１Ｃ  2009.03.20 16.45



































































全国大会 １位 ３０点 ２位 ２０点 ３位 １５点 ベスト８ １０点
全道大会 １位 １０点 ２位 ８点 ３位 ５点






学習研究所紀要　　４Ｃ７５　１Ｃ３３／第１２号　２００９．０３　ＣＴＰ／第１２号／１０９～１２６　論文０６　北村　　　１Ｃ  2009.03.20 16.45
指導者とジュニア選手の指導風景
氏名 性別 年齢 身長（） 体重（㎏） 競技開始年齢
Ａ 女 １０ １３８ ３０ ８
Ｂ 女 １１ １６０ ４０ ７
Ｃ 女 １１ １４２ ３３ ７
Ｄ 女 １３ １５９ ４５ １０
Ｅ 女 １４ １５９ ４５ １０
Ｆ 女 １４ １５４ ４７ ９
Ｇ 女 １４ １６２ ５１ １０
Ｈ 女 １４ １５９ ４８ １０
Ｉ 女 １４ １６４ ５１ ９
Ｊ 女 １５ １６３ ５３ １０
Ｋ 男 １２ １６３ ５０ ９
Ｌ 男 １３ １６４ ５０ ７
Ｍ 男 １３ １５８ ４６ １０
Ｎ 男 １４ １６３ ５０ １１
Ｏ 男 １４ １５２ ４０ １０
Ｐ 男 １４ １７０ ５５ １３
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モデル 平方根 自由度 平均平方 Ｆ値 有意確率
１ 回帰 ４４．３８３ ２ ２２．１９１ １０４．２３０ ０．０００ａ








（定数） １３．４３６ ３．２５２ ４，１３３ ．００１
身長 －０．８８ ．０２９ －．４３７ －３．０１０ ．００８








１ ．９０５（ａ） ．８２０ ．８０９ ３．８２６
モデル集計
ａ 予測値：（定数）、体重。
































































































































































（３）日本小学生バドミントン連盟ホームページ http : //www.syoubad.jp/
（４）日本中学校体育連盟ホームページ http : //www18.ocn.ne.jp/～njpa/
（５）日本バドミントン協会ホームページ http : //www.badminton.or.jp/index.htm
（６）エヴァンズ：岡堂哲雄、中園正身訳 「エリクソンは語る―アイデンティティの心理学
―」新曜社 １９８１年 P．３４～４８〈Evans.R.I（１９６７）Dialogue with Erik Erikson. Harper &
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